
<
人
物

>
ひ

さ
だ

そ
う

け
い

久
田
宗
渓
　
　
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
～
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）

　
久
田
家
六
代
。
表
千
家
の
縁
戚
の
茶
家
で
了
々
斎
お
よ
び
七
代

こ
う

こ
う

皓
々

さ
い

斎
の
父
。

そ
っ
た
く

啐
啄

さ
い

斎
　
　
　
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
～
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）

表
千
家
八
代
家
元
。
宝
暦
元
年
（
一
七
五
一
）
父

じ
ょ

如

し
ん

心

さ
い

斎
の
跡
を
継
ぐ
。
幼
少
の

頃
、
父
の
弟
子
で
新
宮
出
身
の
川
上
不
白
か
ら
援
助
を
受
け
た
。
紀
州
藩
に
は
宗
将
、

重
倫
、
治
貞
、
治
宝
の
四
代
に
渡
っ
て
仕
え
、
還
暦
を
機
に
隠
居
し
、
宗
旦
を
名
乗
っ

た
。

く
さ

ま

草
間

な
お
か
た

直
方

　
　
　
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
～
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）

京
都
に
生
れ
、
大
坂
の
両
替
商
鴻
池
に
勤
め
て
い
た
。
若
年
の
頃
よ
り
茶
湯
に
親

し
み
、
名
物
茶
器
や
茶
会
記
等
を
集
め
た
『

ち
ゃ

き
め

い
ぶ

つ
ず

い

茶
器
名
物
図
彙
』
を
執
筆
し
た
。

り
ょ
う
り
ょ
う

了
々

さ
い

斎
　
　
　
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
～
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）

表
千
家
九
代
家
元
。

ひ
さ

だ
そ

う
け

い

久
田
宗
渓
の
子
。
実
父
の
没
後
、
千
家
へ
養
子
に
入
っ
た
。

文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
啐
啄
斎
の
隠
居
に
伴
い
、
家
元
と
な
る
。
享
和
元
年

（
一
八
〇
一
）
か
ら
紀
州
藩
に
召
し
抱
え
ら
れ
、
の
ち
に
治
宝
に
皆
伝
を
授
け
た
。

了
々
斎
没
後
、
十
代
家
元
と
な
る

き
ゅ
う

吸

こ
う

江

さ
い

斎
は
治
宝
か
ら
返
伝
授
を
受
け
て
い
る
。
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表
千
家
同
門
会
　
『
同
門
』
　
平
成
八
年
九
月
号
よ
り
転
載

　
　
　
　
こ
こ
に
は
了
々
斎
の
妹
が
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
親
類
書
に
は
現
れ
な
い
早
逝
し

た
子
供
達
の
存
在
が
確
認
で
き
ま
す
。


